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おわりに

持続的な運営環境の整備と発展的な活用に向けて
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全国の屋台の動向
 公有地における屋台営業

注）①その他、高知市、佐世保市、周南市等にも屋台が公有地にある
②屋台軒数は、「2011年4月1日屋台営業状況」

 

③○は設置されている、△は一部、設置しているまたは利用できる

資料）九経調

１．全国の屋台動向
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場所 区分
屋台

 

数
公共空間の利用に対する負担

市への収入

 

（カッコ内は県また

 

は国への収入）

屋台の規

 

模
設置施設

その他

県 市 場所 軒数 負担名目
負担額（

 

月額）/軒
年間 区画 トイレ 下水道 上水道

福井県
あわら

 

市

行政財産の目

 

的外使用

 

（湯けむり創

 

生塾運営）

8軒
家賃＋共益費
（湯けむり創生塾)

50,000円

 
*湯けむ

 
り創生塾

 
に支払

 
われる

60万円

 

（あわら市）

厨房

 

3．6×2.4ｍ

 

客席2×2.7

 

ｍ

○ ○ ○

・2007年12

 

月にオープ

 

ン

 

・保証金30

 

万円（退店

 

時に返却）

広島県 呉市 公園 13軒 公園使用料 12,630円 約197万円 3×4ｍ ○ ○ ○
・屋台指導

 

要綱

福岡県

北九州

 

市
道路（市道） 10軒 道路使用料のみ 1,200円 (約14万円) - △ △ △

・お酒は出

 

さない

久留米

 

市
道路（市道） 14軒 道路使用料のみ 1,200円 (約20万円) - △ ○ ○ ・近年激減

福岡市
道路（市道・国

 

道、公園）
150

 

軒

市道・道路占用料 5,600円 約759万円

2.5×3ｍ

 

（指導要綱

 

）
△ △ △

屋台指導要

 

綱

市道・道路使用料 1,200円 （約162万円）

国道・道路占用料 12,320円 （約177万円）

国道・道路使用料 1,200円 （約17万円）

公園使用料 1,2000円 約245万円



全国の屋台の動向
 公有地における屋台営業

 
あわら温泉屋台村「湯けむり横丁」

あわら湯けむり創生塾http://yukemuri.jp/yataimura/kiseki.html

１．全国の屋台動向
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民有地での屋台村①

資料）九経調作成5 Copyright(C) Kyushu Economic Research Center All Rights Reserved.

１．全国の屋台動向



民有地での屋台村②
 九州新幹線の影響で鹿児島にも誕生

１．全国の屋台動向

かっごまふるさと屋台村
●概要：2012年春オープン

飲食店舗

 
25軒

（使用面積１１．６㎡）
物販店舗

 
１軒

水洗共同トイレ

 
1棟

●契約期間は３年

資料）鹿児島グルメ都市企画

内 訳 金 額

1）出店料

 
（返還無し）

20万円

2）預入保証金

 
（退店時に返還あり）

60万円

3）家賃

 
（月額・消費税別途）

10万円

4）共益費

 
（月額・消費税別途）

3万円

5）広告宣伝費

 
（月額・消費税別途）

2万円

6）店舗外装整備費（サ

 
イン含む）

出店者でご用意

7）店舗内装・設備（厨房

 
含む）工事

出店者でご用意

8）その他の経費 出店者でご用意

説明会：300名の参加
応募：70組の応募
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屋台の利用者数
 

115万人を超す
 「屋台営業者向けアンケート」（10月12日～10月20日）福岡市調査より推計

屋台利用者数 １軒1日平均 30人

年間257日営業

年間屋台の利用者数

30人/日・軒×257日×150軒＝
 

1,156,500人

屋台の売上高＝1,156,500人×1500円＝17.3億円

他の施設との比較
ホークスの入場者数（2011年）

 
2,541,849人

（含むクライマックスシリーズ、日本シリーズ）

２．屋台の価値
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経済効果
 屋台は副次的な目的で利用される

8

屋台の利用者数
1,156,500人
（消費額17.3億円）
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屋台は6％が主（メイン）の目的

屋台は94％が副次的（サブ）な目的。

69,390人

1,087,110人 市内交通費

 

1.7億円

消費項目 億円
宿泊費 4.3
買い物代 4.9
土産物代 3.0
交通費 6.7
飲食・喫茶費 1.6
その他（入場費等） 1.1

計 21.6

注）①交通費には市内、市外（片道）

 
含む
②飲食費からは屋台での飲食分は除

 
いた。

最終需要額＝17.3億円＋21.6億円＋1.7億円＝40.6億円

資料）「九州大学大学院都市システム計画学研究室・福岡市観光に関するアンケート」、福岡市観光動態調査報告書（平成

 
22年3月）

 

、「屋台営業者向けアンケート」（10月12日～10月20日）福岡市調査

２．屋台の価値

*九州大学大学院都市システム計画学研究

 
室の実施したアンケートをもとに推計



福岡市内における屋台の経済効果
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経済波及効果
(百万円）

うち粗付加価値額誘発額

 
（百万円）

就業誘発者数
（人）

第１次波及効果

 
（直接効果＋1次間接効果）

4,233 2,529 366

第2次波及効果 1,090 718 59

合計 5,323 3,247 425

資料）平成17年福岡市産業連関表より作成

２．屋台の価値



県外観光客の6.3％が屋台を利用
 「九州大学大学院都市システム計画学研究室・福岡市観光に関するアンケート」

アンケートによると682人（県外観光客）のうち43人が屋

台に行った

県外客の屋台の利用割合

43人/682人 ＝
 

6.3％

県外客の推計は下の①と②の計
①面接調査（回収数：2,023枚）
・2011年11月17日（木）20日（日）24日（木）27日（日）

 

10～20時

天神、博多駅周辺地区で実施

②配布・郵送回収（回収数：683枚）
・2011年11月17日（木）20日（日）24日（木）27日（日）

 

10～20時
福岡タワー、ベイサイドプレイス博多、福岡国際センター、天神・博多（数はそれほど多くない）、

 
キャナルシティ、博多町家ふるさと館、博多座、海の中道海浜公園、マリンワールドで実施

２．屋台の価値
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コンベンション参加者の高い屋台利用率
 福岡国際会議場・来場者アンケート・訪問（予定地）

注）平成20年11月、平成22年3月、平成23年1月のアンケート結果の計

資料）財団法人福岡コンベンションセンター「福岡国際会議場来場者アンケート」より九経調作成
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コンベンション参加者の高い利用率
 福岡国際会議場・来場者アンケート訪問（予定地）男女別

注）平成20年11月、平成22年3月、平成23年1月のアンケート結果の計
資料）財団法人福岡コンベンションセンター「福岡国際会議場来場者アンケート」より九経調作成

２．屋台の価値
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観光業も利用するようになっている

２．屋台の価値

●団体旅行向け・屋台貸切プランが登

 場

●人気のラーメン券付きの旅行プラン
ラーメン一杯

 
100円で食べることがで

 きる。2005年下期には49%が利用し

 た。
●屋台きっぷも登場
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屋台の現状分析と課題
 屋台の持続的な運営に向けたイ.メージ①

屋台の検討 民有地での営業

公有地での営業

都市環境への負荷 社会的な負担経済的な効果

その他の効果

公有地での営業ルール
とルールの厳守

通常の店舗と同様になる。

許可された屋台の規格
許可された営業時間
食品の取り扱い

 

etc

液体物、固形物、音、景観

 

etc

３．屋台の現状分析と課題

「九大調査・屋台の利用者アンケート」利用者の90％

 
以上が公有地を希望
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社会的な負担を欠いていることから生じる問題

廃液、廃油

食べ残し

匂い

騒音

トイレ

水
ガス、電気

食材・酒・調

 
味料

お客

調理・洗浄
（調理上のルール）

使い残し

適正な処理をする

outin

屋台の現状分析と課題
 屋台の持続的な運営に向けたイメージ②
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３．屋台の現状分析と課題



屋台の現状分析と課題
 設備の設置状況

有 無

上水道① 51.6 48.4

電気② 96.9 3.1
ガス③ 100.0 -

下水道④ 60.0 40.0

トイレ⑤ 73.9 26.1

①道路内、近隣施設の水道（導水管）を直接引いている
②電力会社の屋台用給電ボックス（コンセント）から引いて
③自前で負担している
④下水道管につないでる
⑤近隣の公衆トイレ（公園含む）

設備の設置状況（％）
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資料）「屋台営業者向けアンケート」（10月12日～10月20日）福岡市調査

３．屋台の現状分析と課題



①指導要綱
2.5×3.0＝7.5㎡

②現状平均＊
3.5×4.9＝16.7㎡

③現状平均
3.4×5.4＝18.6㎡

＊長浜地区、須崎地

 区の長辺を除いて平

 均している。

300㎝ 186㎝ 54㎝

250㎝
7.5㎡

（指導要綱）

95㎝

　
16.7㎡

　
18.6
㎡

資料）屋台との共生のあり方研究会資料（第2回）

屋台の現状分析と課題
 屋台の持続的な運営のイメージ③
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３．屋台の現状分析と課題



屋台の現状分析と課題
 賃料に関する考え方

資料）屋台との共生のあり方研究会資料（第3回）

市道 700円/㎡　×8㎡（占用料）+1200円（使用料）＝ 6,800 円

国道 1,540円/㎡×8㎡（占用料）＋1200円（使用料）＝ 13,520 円

市道 700円/㎡×16.7㎡（占用料）＋1200円（使用料）＝ 12,890 円

国道 1,540円/㎡×16.7㎡（占用料）+1200円（使用料）＝ 26,918 円

8,930 円

18,830 円

9,020 円

※残り14時間は別の場所（駐機場）を借りているという考え。

占用面積16.7㎡で10時間（ＰＭ６時～ＡＭ４時）利用　＝

占用面積8㎡で10時間（ＰＭ６時～ＡＭ４時）利用　＝

※平成23年７～９月の期間集計、対象地域の原則すべてのオフィスビルを対象、
共益費は含まない

道路占用として現在支払われている額（月額）①

実情の面積に合わせて算出（月額）②

市場価格でみた場合の賃料（月額）③

※「MarketView　Japan Office 全国空室率・平均募集賃料（旧基準：全物件対
象）」© 2011 CB Richard Ellis,Inc

福岡市のオフィスビルの平均募集賃料・（円/坪）=
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３．屋台の現状分析と課題



おわりに
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屋台は、全国的にも様々な取組み

屋台以外の需要額も考慮した経済効果推計は５３億円程度

コンベンション参加者の利用率は高く、観光業も利用

屋台運営を考えると、下水道やトイレなどの設備設置を行い、
outの部分について適正な処理をすることが必要

屋台の負担は、福岡市における民間賃料から算出すると、

１～２万円程度
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